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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

富
山
県
知
事

中
田

幸
吉

県
民
の
み
な
き
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
霊
峰
立
山
を
仰

ぎ
、
清
新
の
気
に
満
ち
た
す
が
す
が
し
い
新
春
を
迎
え
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
は
、
県
政
に
と
り
ま
し
て
内
外
と
も
に
多
難
な
年
で
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま

す
。
私
は
、
決
意
を
新
た
に
し
て
県
勢
の
発
展
向
上
の
た
め
、
最
善
の
努
力
を
つ

く
す
こ
と
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

来
月
以
、
極
楽
坂

・
粟
巣
野
ス
キ

l
場
で
「
お
お
や
ま
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
簡
素
の
な
か
に
も
実
り
の
あ
る
国
体
と
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
県
民
挙
げ
て
、
来
県
さ
れ
る
方
々
を
暖
か
く
お
迎
え
し
、
有
終
の
美
を

全
う
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
医
学
と
薬
学
を
あ
わ
せ
も
つ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
富
山
医
科
薬
科
大
学
が
医

学
部
一

O
O人
、
薬
学
部
一

O
五
人
の
定
員
で
四
月
に
開
講
し
ま
す
。
本
県
の
医

療
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
民
の
健
康
増
進
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
は
、
よ
り
強
力
に
そ
の
実
現

に
つ
と
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
、
県
財
政
に
と
り
ま
し
て
特
に
未
曽
有
の
難
局
と
な
ろ
う
か
と
存
じ
ま

す
。
限
ら
れ
た
財
政
の
な
か
で
、

「
明
る
く
住
み
よ
い
富
山
県
」
を
実
現
す
る
た

め
、
よ
り
ち
密
で
重
点
的
な
県
政
を
推
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

置
県
百
年
に
向

っ
て
、
本
県
が
一
層
発
展
す
る
と
と
も
に
、
本
年
も
県
民
の
み

な
さ
ん
が
よ
り
健
康
で
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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おおやま国体競技の見方

交通事故証明書の発行はここで

一一自動車安全運転センター富山県事務所

高速道路における積雪・凍結時の安全運転

政治資金規正法全面改正・公職選挙法の改正 一一一一一

好評だった県政ノ〈ス・ふるさとパス

公害のない緑の工場を

ふるさと・空カ、ら拝見・大門町

ぼくらも小さな社会人一物を大切にしたい

あなたも該当しませんか一軍人思給の請求

4人に|人が Uターン

物価と家計簿シリーズ.MJ.31

トピ ックス 11月 l日一30日

ゑ期間の血液ピンチをのりきろう

みんなの県政

あと 1か月に迫った

おおやま国保

昨年10月、富山インター ・小杉インター閏12.6キロの建設工事を

完成、北陸の3県郡富山一金沢一福井を結ん芝北陸自動車道。新潟

市を起点に、滋賀県米原町で名神高速道路に接続する総延長約475

キロのうち昨年までに27パーセントを完成、昭和58年全緑完成を目

ざしています。

県内区間では 100.1キロのうち43.1J ¥一セントを完成、未来を開

く高速 ・大量踊送時代の大動脈として、広域圏の経清 ・文化の受流

発展とともlこ、沿線地域の開発に大きく寄与するものと期待されて

います。

1976・1・もくじ

ぷ大

t陸自動車道

.表紙説明

北陸を

空カ、ら見T二富山インターチェン ジ、北陸の大動脈がこ こ

カ、らさらに東に向って伸びようとしている 。

体。

。
来
る
二
月
十
四
日
か
ら
四
日
間
の
日
程
で
聞
か
れ
る
か
お
お
や
ま
国

と
な
り
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
協
力
で
積
雪
時
の
最
終
的
な
コ

l
ス
整
備
を
残
す
ほ
か
は

す
で
に
施
設
整
備
、
運
営
上
の
検
討
を
完
了
し
、
本
番
を
待
つ
ば
か
り

そ
こ
で
今
月
号
は
、
雪
の
立
山
山
麓
に
く
り
広
げ
ら
れ
る
四
競
技
種

自
の
見
ど
こ
ろ
、
勘
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

「おおやま国体」会場図
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おおやま国体は 4競技種目
それぞれちがう

全
長
一
、
二

O

大田程ス
ピ
ー
ド
を
競
う
滑
降
、
こ
ま
か

な
旗
の
聞
を
敏
捷
に
く
ぐ
り
抜
け
る

回
転
、
こ
の
二
つ
の
要
素
を
あ
わ
せ

も
つ
の
が
大
回
転
。
す
ば
ら
し
い
速

さ
を
保
ち
な
が
ら
、
大
き
な
タ
ー
ン

は
勿
論
、
大
中
小
入
り
混
じ

っ
た
タ

ー
ン
の
い
ず
れ
を
も
使
い
こ
な
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

、すべるがよりも
、落ちていくH

ず
つ
で
一
組
に
な

っ
て
い
ま
す
)
が

立
ち
、
こ
の
う
ち

不
通
過
が
一
つ
で

。
灯
か
ら

0
0
υ
余
り
の
コ

ー
ス
上
に
、
六

O

か
ら
七

O
の
旗
門

(赤
・
青
の
旗
一
本

も
あ
れ
ば
失
格
し
ま
す
。

寸読
み
」
+
寸
ス
ピ
ー
ド
」

+
「
近
道

LI
優
勝

し
た
が

っ
て
事
前
の
旗
の
読
み
が

大
切
で
あ
る
と
同
時
に
、
旗
門
と
旗

門
の
聞
の
近
道
と
な
る
コ

l
ス
を
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
き
ず
、
い
か
に
速
く
通

過
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

Aコース Bコース

全 長 1，353m 1，117.8m 

標高差 460m 380m 

平均斜度 19
0

53' 19
0

10' 

最大斜度 38
0

20' 35。
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ス
キ
ー
の
競
技
種
目
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
、
ス
イ
ス
な
ど
戸

ル
ブ
ス
地
方
を
中
山
に
発
達
し
だ
戸
ル
ベ
ン
種
目

(
滑
降
・
回
転
・

大
回
転
)
と
、
ノ
ル
ウ
工
ー
や
ス
ウ
工
|
ア
ン

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

な
ど
北
欧
諸
国
を
中
山
に
発
達
し
た
ノ
ル
テ
ィ
ッ
ク
種
目
(
距
離

飛
躍

・
複
合
)
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
あ
あ
や
ま
国
体
で
は
、
大
回
転

・
距
離
・
飛
躍

(七

O
M級
〉

、
複
合
の
四
種
目
ガ
競
わ
れ
ま
す
。

-
r
d
p
滞
-
r
-々
玲
-
R
玲
-
R
-
マ
-
R
-
R
込
司
玲
-
R
-
R
芯
司
叫
守
司
有
司
有
司
々
玲
叫
R
-
R

タ
l
ト
、
女
子
は

一
人
ず

つ
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
が
、
強
い
選
手
は
概
し
て

後
の
方
に
集

っ
て
い
ま
す
。

前
の
人
に
追
い
つ
い
た
ら

「
パ
ン

フ
ラ
イ
ノ
」

(
コ
l
ス
を
あ
け
て
く

れ
の
意
)
と
か
、

「
ハ
l
イ
ど
け
て

ノ
」
な
ど
と
声
を
か
け
ま
す
。
声
を

か
け
ら
れ
た
ら
コ
ー
ス
を
あ
け
る
の

が
き
ま
り
で
す
。

観
戦
に

川
川
あ
た
っ
て

各
陸
技
場
で
は
、
場
内
ア
ナ
ウ
ン
一

ス
で
各
選
手
の
ス
タ
ー
ト
や
、
仮
記

一

録
を
刻
々
発
表
し
ま
す
。
手
も
と
の

一

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
入
照
合
し
な
が

一

ら
予
想
を
た
て
る
の
も
、
競
技
を
一

.

層
興
味
深
く
す
る
で
し
ょ
う

0

.

ま
た
雪
上
に
長
時
間
立
つ
の
で
防

一

寒
に
留
意
し
、
特
に
足
が
冷
た
く
な

一

ら
な
い
よ
う
長
靴
に
敷
物
を
入
れ
る

一

な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
ょ
う
。

…

コ
ー
ス
の
中
へ
入
る
こ
と
は
固
く

一

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
テ
ー
プ

一

の
内
側
へ
は
い
ら
な
い
よ
う
気
を
つ

一

け
て
下
さ
い
。

一

リ

レ

ー

競

技

ス
キ

l
競
技
の
な
か
で
、

同
時
ス

タ
ー
卜
す
る
唯
一
の
競
技
で
す
。

一

チ
ー
ム
は
男
子
五
人
、
女
子
四
人
、

最
初
の
一
五

O
μ
が
セ

パ
レ
ー
ト
コ

ー
ス
で
す
。

男
子
は
八
J
灯

女
子
は
五
キ
ロ
灯

の
コ

l
ス
を

一
周
し
て
次
の
走
者
に

タ
ッ
チ
さ
れ
、
総
合
記
録
で
勝
敗
を

決
め
ま
す
。
速
い
チ
l

ム
と
遅
い
チ

ー
ム
が
入
り
混
リ
、
わ
か
ら
な
く
な

る
の
で
、
走
者
ご
と
に
ゼ

ッ
ケ
ン
が

色
分
け
さ
れ
ま
す
。

¥走¥者¥)l慎---種¥別¥ 成年年 男子 女 子
少男子

第 1走者 赤 色 赤 色

第 2走者 緑 色 緑 色

第 3走者 黄 色 黄 色

第 4走者 三月主三 色 青 色

第 5走者 桃 色

と
な
っ
て
お
り
県
名
は
、
成
年
男

子
は
黒
色
、
少
年
男
子
は
青
色
、
女

子
は
赤
色
で
書
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
色
分

け
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
手
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

順
に
、
一
分
お
き
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
が
、
強
い
選
手
は
始
め
の
方
に
多

く
い
ま
す
。

変
化
の
あ
る
斜
面
と
、
工
夫
し
て

立
て
ら
れ
た
旗
門
に
、
時
速
六

O
J

れ
か
ら
八

O
J
U
の
ス
ピ
ー
ド
で
挑

経
を
使
い
ま
す
勺

む
の
は

一
回
だ
け
。
選
手
は
大
変
神

最
大
斜
度
三
八
度
二

O
分
は
、
ジ

I!離

ャ
ン
プ
に
使
わ
れ
る
立
山
シ
ャ
ン
ツ

ェ
の
助
走
路
と
着
地
斜
面
が
と
も
に

三
六
度
で
す
か
ら
、
大
変
な
急
斜
面

で
す
o

H

す
べ
る
々
と
い
う
よ
り
は

か
落
ち
て
い
く
。
感
じ
に
近
く
、
想

像
を
絶
し
ま
す
。
記
録
的
に
は
、
速

い
選
手
は

A
コ
ー
ス
で
一
分
五

O
秒

台、

B
コ
ー
ス
で
は

一
分
四

O
秒
台

が
推
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
競
技
は
、
男
子
一
五

Jμ

大回転コース・プロフィール

女
子
五

Jμ
の
き
め
ら
れ
た
コ

l
ス

を
黙
々
と
走
り
ぬ
く
こ
く
素
朴
な

レ
ー
ス
で
す
。
陸
上
競
技
の
マ
ラ
ソ

ン
に
似
た
耐
久
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

コ
ー
ス
は

〈
の
は
り
〉〈
く
だ
り
〉

〈
平
地
〉
が
ほ
ぼ
三
分
の
一
ず
つ
、

変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
が
理
想
的
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

ジヤジフ
ジ
ャ
ン
プ
は
、
か
ス
キ
!
の
花
形
。

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
豪
快
さ

に
魅
了
さ
れ
る
競
技
で
す
。

ス
タ
ー
ト
台
か
ら
三
六
度
と
い
う

急
傾
斜
の
助
走
路
を
す
べ
り
、
台
か

ら
飛
び
出
し
て
安
定
し
た
美
し
い
フ

オ
ー
ム
で
杢
を
飛
ぴ
、
安
全
に

す
る
「
飛
型
点
」
と
、
よ
り
遠
く
へ

着
陸
す
る
「
飛
距
離
点
」
を
合
わ
せ
、

二
回
の
飛
躍
の
合
計
点
で
順
位
を
競

い
ま
す
。

空
中
フ
ォ

ー
ム

の
採
点
は
、
ジ
ャ

ン
パ
ー
が
空
中
に
飛
び
出
し
て
か
ら

着
陸
す
る
ま
で
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

身
体
全
体
を
伸
ば
し
、
脚
と
ス
キ
ー

が
鋭
角
と
な
る
よ
う
強
い
前
傾
姿
勢

を
と
る
の
が
理
想
。
さ
ら
に
、
両
ス

キ
ー
は
水
平
に
し
か
も
平
行
に
揃
え
、

立 山シャンツェ (70m級)

: P 点(標準地点)青色線 65 m : 

T P点(安全着地点)緑色線70.5m : 

: K 点(危険地点)赤色線 76m : 

着
陸
直
前
に
斜
面
角
度
に
合
わ
せ
、

シ
ョ

ッ
ク
を
抜
く
テ
レ
マ
ー
ク
姿
勢

(脚
を
前
後
に
聞
き
膝
と
腰
を
弾
力

ワックスの工夫lこ秘策

ワ

選
手
は
そ
の
日

の
雪
質
や
コ
ー
ス

の
状
態
に
よ
っ
て
、

平

地

や

く

だ

り

で
よ
く
滑
り
、
の

ぽ
り
で
ス
リ

ッ
プ

2
 

し
な
い
よ
う
、

ツ
ク
ス
の
工
夫
に

神
経
を
使
い
ま
す
。
速
い
選
手
は
一

Jμ
を
三
分
台
で
走
破
し
ま
す
。

身
体
は
前
傾
姿
勢
を
保
ち
、
ひ
ざ

は
金
具
よ
り
前
に
出
し
、
力
強
い
ス

ト

ッ
ク
ワ
l
ク
と
蹴
り
に
支
え
ら
れ

た
伸
び
の
あ
る
滑
り
、
こ
れ
が
よ
い

走
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
発
は
、
き
め
ら
れ
た
順
番
に
三

O
秒
ご
と
、
男
子
は
二
人
の
同
時
ス

い
と
さ
れ
て
い
・ま
す
。

ス
キ
ー

の
先
が
上
を
向
き
す
ぎ
た

り
、
揃
わ
な
か

っ
た
り
、
転
ん
だ
り

す
る
と
減
点
さ
れ
ま
す
。

ω
飛
型
点
は
五
名
の
審
判
が
採
点

し
、
最
高
と
最
低
点
を
除
き
三
名
の

合
計
点
が
得
点
と
な
り
ま
す
。

名

の
審
判
の
持
点
は
二

O
点
で
、

戚
点

法
が
使
わ
れ
ま
す
。

ω
飛
距
離
は
、
着
陸
し
た
両
足
の

中
間
で
は
か
り
ま
す
。

T
P
点
を
六

O
点
と
し
、

一
灯
に
つ
き

一
-
六占…

か
加
減
さ
れ
ま
す
。

3 

ジ
ャ
ン
プ
は

I也

長
く
て
重
い
ス
キ
ー
を
つ
け
て
飛

ぶ
ジ
ャ
ン
プ
と
、
細
く
て
軽
い
ス
キ

ー
を
は
い
て
走
る
距
離
と
、
性
質
の

ま

っ
た
く
ち
が
う
二
つ
の
競
技
を

人
で
行
う
難
し
い
競
技
で
す
。

性質の全くちがう

2競技を

回
の
飛
躍
の
う
ち

よ
い
方
二
回
の
合

計
占

距
離
は

五キロ
灯
の
所
要
タ

イ
ム
を
点
数
に
換

算
し
た
も
の
、
こ

の
二
つ
の
得
点
を

合
せ
た
成
績
で
順

位
を
競
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
一
つ
の
種
目
だ
け
が

得
意
で
は
よ
い
成
績
は
難
し
く
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
能
力
が
要
求
さ
れ

ま
す
。



富山県
事務所自動車安全運転センター

去
る
一
月
一
日
、
高
山
市
高
山
に

あ
る

H

交
通
村
μ

四
階
逆
転
免
許
課

内
に
、
《
特
殊
法
人
自
動
車
安
全
逆

転
セ
ン
タ
ー
富
山
県
事
務
所
》
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
運
転
に
関
す
る
次
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

一ー グ〉

交 、 }J

i同 1.= ー は
宮 fプ会と

E 連 画
ユ寸ー 三ヨE弘 、うエ

扇 放 す
書 証 さ
同 明 L;

霊童
昨 累

2 巣
てや

警
察
署
が
発
行
し
て
い
ま
し
た
が

こ
の
一
月
一
日
か
ら
セ
ン
タ
ー
富
山

県
事
務
所
が
発
行
し
て
い
ま
す
。

証
明
書
の
必
要
な
万
は
、

申
請
書

(
郵
便
振
替
用
紙
に
印
刷
し
た
も
の
)

に
手
数
料
を
添
え
て
最
寄
リ
の
郵
便

局
か
ら
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
申
請

書
は
、
作
察
署
、
派
出
所
、
駐
庇
所
、

損
害
保
険
会
社
、
農
業
協
同
組
合
等

に
あ
り
ま
す
。

証
明
書
は
、
郵
便
で
お
届
け
し
ま

セ
ン
タ
ー
富
山
県
事
務

所
へ
直
接
お
申
し
込
み
の
万
に
は
、

す
。
な
お
、

窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

二
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
発

-7 

自
分
の
逆
転
経
歴
に
つ
い
て
、
無

事
故
、
無
違
反
の
証
明
の
必
要
な
万

や
、
交
通
違
反
の
現
在
の
点
数
を
知

り
た
い
万
な
ど
に
、
本
人
の
申
請
に

よ
り
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
ト刀
法
は
、
交
通
事
故
証

明
書
の
場
合
と
同
様
で
す
。
申
請
書

は
、
普
察
署
、
派
出
所
、
駐
花
所
に

あ
リ
ま
す
。

三
、
免
許
停
比
直
前
の
点
数

通
知

セ
ン
タ
ー
↑
事
務
所
で
は
、
以
上
の

発
行
業
務
の
ほ
か
、
逆
転
免
許
停
止

処
分
を
受
け
る
直
前
の
点
数
に
な
っ

た
万
に
、
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

.1月 1日から交通村 4F運転免許課内

で業務を始めています。

自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

と

っ
て
、
最
も
苦
手
な
冬
が
や

っ
て

来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
行
く
手
に
は

雪
、
氷
、
霧
な
ど
北
陸
地
方
特
有
の

恐
ろ
し
い
冬
の
異
常
気
象
が
待
ち
構

え
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
一
般
の
道
路
で
も

い
え
る
こ
と
で
す
が
、
特
に
高
速
道

路
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
立
が

他
の
季
節
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
き

切り通しゃトンネルの 出口 で は、思わ ぬ突風が。

吹き 流 しゃ樹の葉の揺れに注意を。

(写真は呉羽丘陵の切り通し と吹き 流 し)

凍
結
時
の
蛤
運
転

な
事
故
を
起
こ
し
ま
す
。
県
内
を
走

る
北
陸
自
動
卓
道
で
も
、
事
故
の
大

半
は
冬
期
間
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
を
運
転
す
る
万
は
、
ぜ

ひ
次
の
事
項
を
よ
く
守

っ
て
、
安
全

逆
転
に
努
め
て
下
さ
い
。

-
気
象
情
報
の
収
集
は
早
目
に

冬
の
天
気
は
急
に
変
わ
る
の
で
、

そ
の
気
象
に
合

っ
た
運
転
を
心
が
け

た
い
も
の
。
あ
ら
か
じ
め
気
象
情
報

を
知

っ
た
う
え
で
、
高
速
道
路
に
入

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
入

u

な
ど
に
設
け
ら
れ
た
案
内
板
等
で

気
象
の
変
化
や
交
通
規
制
が
行
わ
れ

て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
ほ
か
、
走

千丁

中

「
ス
リ

ッ
プ
注
立
」
な
ど
の

標
識
に
注
立
し
て
下
さ
い
。

-
タ
イ
ヤ
を
点
検
整
備

雪
が
積
っ
て
い
る
と
き
は

減
っ
た
タ
イ
ヤ
で
は
走
行
で
き
な
い

っ
、
え
に

ス
リ

ッ
プ
し
て
非
常
に
危

険
で
す
。

タ
イ
ヤ
の
点
検
を
十
分
に

行
う
と
と
も
に
、
必
ず
ス
ノ
ー
タ
イ

ヤ
、
ま
た
は
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け
て
下

支
」
い
。

-
落
と
せ
、
ス
ピ
ー
ド

気
象
状
況
に
合
わ
せ
て
速
度
制
限

さ
れ
ま
す
が
、
吹
雪
、
霧
な
ど
で
視

界
が
悪
い
と
き
、

路
一山
が
す
べ
リ
や

す一

農

協

書

合

)

書

合

ま一

負

呆

告

ま

明

場

一

明

場

り一

t
{
f
汁

ノ
証

の

二

位

の

あ一

駐

在

所

)

歴

一

故

に一

派

出

所

十

経

一

事

二一

警

察

署

)

転

一

通

-二

、
過

」

交

す
い
と
き
は

さ
ら
に
安
全
な
範
囲

ま
で
速
度
を
併
と
し
て
下
さ
い
。

-
凍
結
時
は
二
倍
の
車
間
距
離

口
同
速
運
転
を
し
て
い
る
と
き
は

急
に
件
止
し
よ
う
と
し
て
も

無
理

す
り

で
す
。

特
に
路
面
に
若
ー
が
あ

っ
た
り
凍

っ

た
リ
し
て
い
る
場
合
、
さ
ら
に
困
難

に
な
り
ま
す

0
.

平
常
時
の
二
倍
の
単

間
距
離
を
保
つ
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

-
ブ
レ
ー
キ
使
用
は
慎
重
に

ブ
レ
ー
キ
は
努
め
て
踏
ま
な
い
よ

つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
急
ブ
レ
|

キ
は

ス
リ

ッ
プ
や
急
ハ
ン
ド
ル
を

取
ら
れ
る
な
ど

大
事
故
の
原
因
に

な
リ
ま
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
は
絶
対
に

4 

踏
ま
な
い
よ
う

悦
市
↑
一
な
逆
転
を
。

-
突
風

・
横
風
に
注
意

ト
ン
ネ
ル

の
出

u
や
切
り
通
し
な

ど
で
は

横
風
な
ど
思
わ
ぬ
突
風
で

ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

走
行
中
は
吹
流
し

(
標
設
)
や
樹

の
葉
・
ル
早
の
M
M
れ
具
合
な
ど
か
ら
風

の
強
さ
を
判
断
し

ス
ピ
ー
ド
を
併

少」
1
し土品、
l

し
ょ
、
っ
。

-
テ
l
ル
ラ
ン
プ
の
点
灯
を

一
ア
ー
ル
ラ
ン
プ
は
、
暗
く
な
っ
た

時
だ
け
使
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

5 

吹
雪
や
湯
な
ど
で
視
界
が
悪
く
な

っ

た
と
き
は
必
ず
点
灯
し
て
下
さ
い

テ
ー
ル
ラ
ン
プ
を
点
け
る
こ
と
は

後
ろ
の
車
に
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
追
突
事
故
防
止
に
役

立
ち
ま
す
。

• 
相 退
雪 避
、措

置
は
路
肩
駐
車
で

凍
結
、
濃
霧
の
た
め
走
れ

な
く
な
っ
た
と
き
は

努
め
て
パ

l

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
駐
卓
し
ま
し
ょ
う
。

本
線
上
で
駐
車
す
る
と

他
の
車

に
追
突
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。



「金」の明朗化ヘと「政治」

:政治資金規;正法127
施行は1月1日から

き
れ
い
な
政
治
、

政
治
資
金
規
正
法
が
全
面
的
に
改

正
さ
れ
、
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

政
治
活
動
や
選
挙
に
使
わ
れ
る
金

の
こ
と
を
「
政
治
資
金
」
と
い
い
ま

す
が
、
こ
の

「
政
治
」
と
「
金
」
の

関
係
を
明
朗
な
も
の
に
す
る
の
が
こ

の
改
正
の
目
的
。
こ
の
た
め
、

ω政
治
資
金
の
集
め
方
に
節
度
を
も

た
せ
る
。

ω政
治
資
金
の
出
所
を
ガ
ラ
ス
張
り

に
す
る
。

ω政
治
資
金
の
体
質
を
改
善
す
る
。

以
上
三
つ
の
観
点
か
ら
、
種
々
の

改
正
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

次
に
改
正
の
項
目
を
追
っ
て
み
ま

し
よ
う
。

一
、
政
治
団
体
を
三
つ
に
分
類

ひ
と
く
ち
に
「
政
治
団
体
」
と
い

っ
て
も
、
全
国
に
ま
た
が
る
組
織
と

国
会
議
員
は
じ
め
多
く
の
構
成
員
を

も
つ
政
党
か
ら
、
あ
る
地
域
内
に
作

ら
れ
た
特
定
個
人
の
後
援
団
体
ま
で
、

そ
の
中
身
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。

今
回
の
改
正
法
は
、
政
治
団
体
を

次
の
三
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。

《
政
党
》

ω国
会
議
員
選
挙
で
一

定
数
(
衆
院
選
二
五
人

・
参
院
選

一
O
人
)
以
上
の
候
補
者
を
も
っ

政
治
団
体
。

ω無
所
属
の
国
会
議
員
五
人
以
上

が
所
属
す
る
政
治
団
体
l

l
等
。

《
政
治
資
金
団
体
》

政
党
の
た
め

に
資
金
上
の
援
助
を
す
る
団
体
で
、

一
政
党
に
つ
き

一
団
体
に
限
る
。

《
そ
の
他
の
政
治
団
体
》

ω政
治

先
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
金
品
で
投
票
を

求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
一
切
の
寄
付
が
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
政
治
活
動
と
金
と
の
関
係
を
ガ
ラ

ス
張
り
に
す
る
こ
と
を
目
的
に、

政
治
資
金
規
正
法

き
れ

い
な
選
挙
を
目
ざ
し
選
挙
二
法
の
改
正

者
な
ど
(
候
補
者
や
立
候
補
し
よ
う

昨
年
一

O
月
一
四
日
か
ら
、
候
補

と
す
る
人
で
現
在
長
や
議
員
で
あ
る

人
も
含
め
ま
す
)
が
、
選
挙
区
内
の

人
に
対
し
一
切
の
寄
付
を
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
日
常
の
つ
き
あ
い
や

習
慣
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
名
目
で
寄

付
が
行
わ
れ
、
こ
れ
が
選
挙
に
金
の

か
か
る
要
因
に
な

っ
て
い
た
の
を
改

の
全
面
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
議
会

制
民
主
主
義
の
要
で
あ
る
政
党
な
ど
の
政
治
活
動
に
、

一
定
の
ル

l
ル
を
定
め
た
も
の
。
皆
さ
ん
の
全
面
的

な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

め
た
も
の
で
、
従
来
と
違
っ
て
、

ω選
挙
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ω花
輪
、
香
典
、
見
舞
金
、
祝
儀
な

ど
、
通
常
一
般
の
社
交
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
寄
付
も
禁
止
き
れ
て

い
ま
す
。

ω候
補
者
な
ど
の
関
連
会
社
の
寄
付

で
、
候
補
者
な
ど
の
氏
名
を
表
示

し
た
も
の
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ら
わ
な
い

お
く
ら
な
い

も
と
め
な
い

一
方
、
選
挙
民
の
側
で
も
、
お
祭

り
や
各
種
行
事
の
際
に
、
候
補
者
な

ど
に
寄
付
を
集
め
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

候
補
者
な
ど
は
選
挙
民
に
「
お
く

ら
な
い
」
、
選
挙
民
は
候
補
者
か
ら

「
も
と
め
な
い
」

「
も
ら
わ
な
い
」

の
三
な
い
運
動
を
徹
底
し
、
き
れ
い

な
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

公
職
選
挙
法
の
改
正

上
の
主
義
の
推
進
を
本
来
の
目
的

と
す
る
団
体

ω特
定
個
人
の
支

持
応
援
を
本
来
の
目
的
と
す
る
団

体

ω主
た
る
活
動
が

ωま
た
は

ωに
該
当
し
、

そ
れ
を
組
織
的
継

続
的
に
行
う
団
体

--、
政
治
団
体
が

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
届
出

政
治
団
体
は
、
設
立
届
を
し
た
後

で
な
け
れ
ば
、
政
治
活
動
の
た
め
に

寄
付
を
受
け
た
り
、
支
出
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

設
立
届

設
立
届
は
、

川
政
治
団
体
を
設
立
し
た
と
き
は
七

日
以
内
に

ω昨
年
ま
で
に
す
で
に
県
や
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
設
立
届
を

出
し
て
あ
る
政
治
団
体
は

め
て
二
月
二
九
日
ま
で
に

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
な
け

(
政
党
、
政
治

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
以
上
の
県
の
区
域
で

活
動
す
る
政
治
団
体
に
つ
い
て
は
、

資
金
団
体
、

県
選
管
委
を
経
由
し
て
自
治
大
臣
に

提
出後

援
団
体
の
場
合
、
届
出
書
に
①

綱
領
、
党
則
ま
た
は
規
約
②
支
持
応

援
さ
れ
る
人
の
承
諾
書
を
添
え
、
県

選
挙
管
理
委
員
会
(
県
庁
三
階
地
方

課
)
に
持
参
し
て
下
さ
い
。
郵
送
さ

れ
た
も
の
は
受
け
付
け
で
き
な
い

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
支
報
告
書

B 

ω毎
年
十
二
月
三
二
日
現
在
で
作
成

し
た
も
の
を
、
原
則
と
し
て
翌
年

の
三
月
三
二
日
ま
で
に
県
選
挙
管

改

理
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ω昨
年
十
二
月
三
二
日
以
前
に
す
で

に
設
立
届
を
出
し
て
あ
る
政
治
団

体
は
、
昨
年
下
期
分
(
七
月
1
十

二
月
)
の
収
支
報
告
書
を
、
従
来

ど
お
り
設
立
届
の
出
し
て
あ
る
県

ま
た
は
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

-・・・圃.
・・・圃-、
諸
課
寄
付
に
厳
し
い
制
限

政
治
資
金
を
明
朗
に
す
る
た
め
に
、

政
治
団
体
が
集
め
る
寄
付
に
、
次
の

制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

寄
付
の
質

川
国
が
出
資
し
て
い
る
会
社
や
法
人

は
、
国
会
議
員
選
挙
の
候
補
者
の

後
援
団
体
に
寄
付
で
き
ま
せ
ん
。

ω国
か
ら
補
助
金
等
を
交
付
さ
れ
て

い
る
会
社
や
法
人
は
、
交
付
決
定

の
日
か
ら
一
年
間
は
①
と
同
様
に

寄
付
で
き
ま
せ
ん
。

ω地
方
公
共
団
体
が
出
資
し
た
り
、

。こういうことは禁比されました

↓
団
体
旅
行
の

寄
付
や

差
し
入
れ

補
助
金
等
を
交
付
し
て
い
る
会
社

や
法
人
が
寄
付
を
す
る
場
合
も
、

そ
の
地
方
公
共
団
体
の
長
や
議
員

選
挙
候
補
者
の
後
援
団
体
に
対
す

る
寄
付
に
つ
い
て
は
、
①
及
び
②

と
同
様
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

凶
三
事
業
年
度
以
上
に
わ
た
り
継
続

し
て
欠
損
を
生
じ
て
い
る
会
社
は
、

寄
付
で
き
ま
せ
ん
。

ω外
国
人
等
か
ら
の
寄
付
は
、
受
け

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

附
匿
名
で
寄
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
し
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

間
寄
付
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
と
き
に
、

業
務
や
雇
用
関
係
等
を
利
用
し
て

相
手
方
に
威
迫
し
た
り
、
工
賃
や
賃

金
等
か
ら
勝
手
に
天
引
き
す
る

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

側
個
人
が
寄
付
し
た
場
合
は
、
税
制

上
優
遇
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
ま
す
。

同
法
人
や
団
体
が
負
担
す
る
会
費
や

党
費
は
、
す
べ
て
寄
付
と
み
な
さ

フ

れ
ま
す
。

寄
付
の
量

川
個
人
が
す
る
寄
付
に
つ
い
て
は
一

定
金
額
、

ω会
社
や
労
働
組
合
の
す
る
寄
付
に

つ
い
て
は
、
資
本
金
や
組
合
員
数

等
に
応
じ
て
段
階
別
の
金
額
、

ωそ
の
他
の
団
体
が
す
る
寄
付
に
つ

い
て
は
、
年
間
所
要
経
費
に
応
じ

て
段
階
別
の
金
額
が
き
ま
っ
て
い

ま
す
。



県政パス・ふるさとパス
7 ，004人を乗せ

昨
年
四
月
か
ら
十
月
ま
で
¥
一

O
四

台
の
県
政
パ
ス
¥
一二

O
台
の
ふ
る
さ
と

パ
ス
ガ
¥
あ
わ
せ
て
七
¥
0
0四
人
の

方
々
を
¥
県
の
施
設
や
ふ
る
さ
と
の
自

然
¥
文
化
財
に
ご
案
内
し
ま
し
だ
。

こ
の
パ
ス
教
室
は
、
こ
と
し
も
四
月

か
ら
再
開
宅
定
で
す
か
¥
昨
年
の
ア
ン
ケ

ー
ト
(刑問山
訪
れしだ
)
か
ら
¥
参
加
さ
れ
た

万
々
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

参加者の声から

県
政
パ
ス
に
乗
っ
て

《
私
は
は
じ
め
て
県
政
パ
ス
に
参
加

L
た
主
婦
で
す
が
、
私
達
の
知
事
さ

ん
と
お
逢
い
し
、
記
念
写
真
を
と
っ

た
こ
と
は
、
昨
年
の
三
大
出
来
事
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
え
パ
ス
の
中
で
は
、
私
達

の
生
活
と
県
政
と
が
密
接
な
関
係
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
色
々
な
事
例
を

あ
げ
て
説
明
い
た
だ
き
、
県
が
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
か
を
聞
い
て

本
当
に
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
達
が
こ
う
し
た
こ
と
に
無
関

心
で
あ

っ
た
こ
と
を
反
省
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ど
う
か
、
県
政
パ
ス
に
つ
い
て
、

一
人
で
も
多
く
の
県
民
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
よ
う

P
R
さ
れ
、
よ
い
郷

土
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。》

高
岡
市
・洋
子
-U
歳

」
れ
は
先
般
寄
せ
ら
れ
た
「
知
事

好評だった

五

・
一
?
を
占
め
、
内
容
に
つ
い
て

、も、

「
土
士
め
宇
品

ご
意
見
・
ご
要
望
は県

政
に
反
映

「
実
に
よ
か

っ
た」

あ
だ
っ
た
」
と
九
七

・
九
計

の
人
が

「
青
年
の
船
事
業
の
継
続
を
」

お
お
む
ね
良
好
と
し
て
い
ま
す
。

「
県
道
の
舗
装

・
改
良
を
」

同 .."':.Jr.・_'..・w・司"i..
仏...，'.....':'_.，_叫""iII"j，も困問占':"，柚説日♀蜘6・a四..慎耳与 謝

ふ るさと パ ス・自然めぐりで植物を勉強

「
自
転
車
道
の
建
設
を
」

「
付
添
料
の
経
費
負
担
制
度
の
検
討

手
ゲ
」
」

パ
ス
乗
車
の
方
か
ら
は
、
こ
ん
な

富
山
県
工
業
の
現
状
と
未
来

県
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
、
大
規
模
な
内
陸
工
業
団
地
が
つ

く
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
八
尾
町
の
丘
陵
を
候
補
地
と
し

て
調
査
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
が
、
公
害
の
な
い
緑
の
工
場
づ
く
り

富
山
県
工
業
の
柱
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
を
主
と
す
る

ま
し
ょ
う
。

を
目
ざ
す
こ
の
構
想
が
持
た
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
お
伝
え
し

加
工
型
工
業
と
鉄
鋼
、
化
学
な
ど
の

素
材
型
工
業
。
こ
れ
ら
は
、
県
内
の

地
の
規
制

豊
富
な
水
と
電
力
を
パ

ッ
ク
に
創
業

し
、
富
山
新
港
背
後
地
の
整
備
を
柱

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

と
す
る
県
の
重
化
学
工
業
重
点
施
策

に
よ
っ
て
育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
工
業
を
と
り
ま
く

〈地
域
と
住
民
に
融
和
し

〈豊
か
な
生
活
を
実
現
す

る
工
業
構
造
〉
を
目
ざ
し
、
次
の
施

た県
工で
業は

公
害
の
な
い
緑
の
工
場
を

内
陸
工
業
団
地
の
構
想

環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
全
国
的
に

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、

1)策
を
進
め
て

ま
す

従
来
の
臨
海
刑
ヒ
工
業
団
地
形
成

-
公
害
防
止
等
の
環
境
保
全

2
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約

に
よ
る
重
化
学
中
心
の
資
源
型
工

業
構
造
か
ら
、
付
加
価
値
の
高
い

3
勤
労
内
容
の
向
上

(生
き
が
い
の

機
械
系
工
業
を
中
心
と
す
る
知
識

集
約
型
工
業
構
造
へ
の
転
換

ω
公
害
や
工
場
用
地
の
た
め
の
乱

開
発
の
防
止
な
ど
、
環
境
保
全
に

あ
る
職
場
づ
く
り
)

4
発
展
途
上
国
の
追
い
上
げ
と
国
際

分
業

5
国
土
利
用
計
画
法
な
ど
に
よ
る
立

対
す
る
積
極
的
な
対
応

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
内
陸
工
業

団
地
の
構
想
は
、
こ
れ
ら
を
み
た
す

べ
く
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

富
山
市
を
中
山
U

と
す
る

広
域
開
発
構
想
か
ら

内
陸
団
地
の
構
想
ヘ

一
方
、
富
山
市
を
中
心
と
す
る
地

域
開
発
の
側
か
ら
も
、
こ
の
構
想
が

へ
の
は
が
き
」
か
ら
で
す
が
、
同
様

の
お
便
り
を
沢
山

い
た
だ
き
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
の
は
福
祉
施
設

県
政
パ
ス
は
、
県
の
産
業
、
教
育

福
祉
な
ど
の
施
設
を
回
り
ま
す
が
、

中
で
も
最
も
印
象
に
残
っ
た
と
い
う

感
想
が
多
か
っ
た
の
は
、
流
杉
老
人

ホ
ー
ム
や
救
護
施
設
八
尾
園
、
セ
ー

ナ
l
苑
等
の
福
祉
施
設
。

頭
の
中
だ
け
で
は
、

ハ
ン
「
ア
ィ
の

あ
る
人
達
を
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら

え
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
こ
う
し

た
人
達
が
、
配
慮
の
ゆ
き
と
ど
い
た

施
設
で
、
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て
懸

命
に
努
力
す
る
姿
や
、
平
穏
で
豊
か

な
日
を
送
る
姿
を
目
に
し
て
、
考
え

を
新
た
に
し
た
と
い
う
の
が
そ
の
理

由
で
す
。
目
で
見
、
膚
で
感
じ
て
も

ら
お
う
と
い
う
パ
ス
教
室
に
と
っ
て
、

う
れ
し
い
回
答
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
パ
ス

置
県
九
十
周
年
を
記
念
し
て
始
め

ら
れ
た
ふ
る
さ
と
パ
ス
。

ふ
る
さ
と

の
良
き
を
再
認
識
し
、
置
県
百
年
に

の
ぞ
も
う
と
、
昨
年
自
然
め
ぐ
り
八

台
、
自
然
文
化
財
め
ぐ
り
一
二
台
、

ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
結
果
は
す
べ
て
集
計

労
類
の
う
え
、

で
き
る
だ
け
県
政
に

反
映
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

必
要
と
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

国
立
医
科
薬
科
大
学
を
中
心
と
す

る
学
園
都
市
化
と
と
も
に
、
工
住
混

合
地
区
の
解
消
を
図
る
富
山
市
の
再

開
発
計
画
に
と
っ
て
、
工
場
の
移
転

先
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
が
、
こ
れ

が
、
市
周
辺
町
村
に
求
め
ら
れ
た
わ

け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
内
陸
部
市
町
村
で
の

工
業
団
地
造
成
に
あ
た
っ
て
は
、
優

良
農
用
地
の
確
保
や
農
業
転
換
労
働

れな力
ばどの
なの吸
り問収
ま題っ
せを工

ら童話
やる

Z空
カミ I--J-

存2

E
陵
造
成
で

工
場
公
園
を
め
ざ
す

以
上
の
よ
う
な
種
々
の
制
約
と
必

要
性
を
満
足
さ
せ
る
の
は
、
自
然
破

壊
を
極
力
抑
制
し
な
が
ら
、
標
高

一
二

0
1
一
八

O
灯
の
丘
陵
地
帯
を

開
発
、
造
成
す
る
中
核
工
業
団
地
以

ぜひ参加 コース変えて 参加した 回答

県政 したい 参加したい くない なし

パス % % % % 

45.8 49.3 0.6 4.3 

実によか まあまあ 期待はず 回答

ふるさ った fごった れだった なし

とノ〈ス
0.4 76.9 2l.0 1.7 

」

文
化
財
め
ぐ
り
一

O
台
が
運
行
さ
れ

ま
し
た
。

平
均
競
争
率
三

・
三
八
倍
と
応
募

の
多
か
っ
た
こ
の
パ
ス
教
室
で
は
、

「
大
自
然
の
美
し
さ
、
偉
大
き
に
触

れ
、
改
め
て
自
然
を
大
切
に
し
た

い
」
と
い
う
声
、
「
祖
先
の
文
化
遺

産
を
前
に
古
き
時
代
と
の
対
話
が
生

ま
れ
、
心
暖
た
ま
る
思
い
が
し
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

B 

ぷ
フ
後
と
も
利
用
し
た
い
」

パ
ス
教
室
参
加
者
の
反
応
は
、
表

の
通
り
、
「
今
後
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
」
「
コ
ー
ス
を
変
え
て
参
加
し
た

い
」
と
い
う
人
が
参
加
者
全
体
の
九

パ
ス
教
室
は
こ
と
し
も
運
行
す
る

予
定
で
い

ま
す
。
パ

ス
教
室
を
ご
利

用
に
な
り
、
あ
な
た
の
貴
重
な
ご
意

見
を
、
県
政
に
お
寄
せ
下
さ

い
。

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

中
核
工
業
団
地
は
、
こ
れ
か
ら
の

工
業
団
地
を
先
導
す
る
も
の
と
し
て
、

地
域
振
興
整
備
公
団
が
事
業
主
体
と

な
り
、
全
国
各
地
に
い
わ
ゆ
る
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル

・
パ
ー
ク
(
工
場
公

園
)
の
造
成
を
進
め
て
い
る
も
の
。

緑
に
つ
つ
ま
れ
た
工
場
を
実
現
す

る
た
め
、
工
業
団
地
の
五

O
軒
以
上

g 

を
緑
地
帯
、
公
園
に
す
る
こ
と
を
第

一
義
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
県
で

は
、
八
尾
町

(
保
内
地
区
)
を
候
補

地
と
し
て
次
の
調
査
を
進
め
て
い
ま

す川
文
化
財
分
布
調
査

ω地
質
調
査

ω環
境
調
査

ω採
算
性
の
検
討

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
十
分
検
討

し
た
う
え
で
、
早
け
れ
ば
五
一

年
末

に
は
造
成
に
着
工
す
る
予
定
で
す
。



空から拝見

(大門町】

射
水
郡
の
西
南
部
に
位
す
る
。
近
世
、
北
陸
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
遡
っ
て
は
奈
良

朝
期
、
東
大
寺
墾
田
と
し
て
開
発
さ
れ
た
古
い
歴
史
を
も
っ
。

高
岡
市
と
境
し
、
町
中
央
部
を
圧
川
、
和
田
川
が
流
れ
、
上
流
の
多
目
的
ダ
ム
か
ら
引
か

れ
た
二
つ
の
用
水
が
、
町
内
は
も
と
よ
り
射
水
平
野
全
域
を
潤
し
て

い
る
。

ま
た
、
本
町
の
道
路
網
の
発
達
は
著
し
い
。
富
山
・
高
岡
両
市
を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
、

中
老
田
j
高
岡
線
。
町
南
端
を
走
る
北
陸
自
動
車
道
。
近
く
こ
の
小
杉
l

・
C
か
ら
高
岡
市

に
通
ず
る
路
線
も
計
画
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
中
央
サ
イ
ク
リ
ン
グ
口

l
ド
が
町
中
央
部
を
東

西
に
横
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

庄
川
に
架
か
る
大
門
、
南
郷
の
二
大
橋
を
経
て
高
岡
市
と
至
近
距
離
に
あ
る
大
門
町
は
、

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
発
展
も
目
ざ
ま
し
く
、
町
政
の
指
標
と
す
る
「
美
し
い
自

然
と
整
備
さ
れ
た
環
境
の
き
れ
い
な
住
み
よ
い
町
」
づ

く
り
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本先月号(.No.83)で大門町を紹介しましたが、

掲載写真の大部分が大島町の誤りでしたので

訂正してお詫びいたします。

改めて空から見た大門町を紹介します。



ここに紹介 した三篇の作文は、富山県新生活

運動協議会が 「物を大切にするくらしの運動」

をテーマに、県内の小中高生から募集した作文

から選んだものです。

応募作はJ内科交 381篇、 中学校56篇、高校10

篇、計 447篇。 これらの作文を通して、 テレビ

ッ子 といわれながらも、子ども達が社会の一員

として、 Y勿を大切にする心、 を育てているこ

とを知るこ とがで きました。子ども達は私たち

大人に反省 を促しているのかもしれません。

;まくらも
小さな社会人

を大切にしたい

し
た
。

そ
の
時
、

一
つ
の
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
ぜ
い
た
く
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
ふ
く
も
、
あ
き
た

ら
い
や
に
な
る
し
、
ふ
で
ば
こ
も
ち

ょ
っ
と
ぼ
ろ
く
な
っ
た
ら
、
あ
た
ら

し
い
の
が
ほ
し
く
な
る
か
ら
、
お
か

あ
さ
ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
う
と

そ
の
ぜ
い
た
く
を
な
お
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
と
な
に

な
る
ま
で
、
な
お
し
て
お
か
な
い
と
、

も
っ
た
い
な
い

入
善
町
立
舟
見
小
四
年

脇

ぼ
く
の
う
ち
で
は
、
何
か
す
る
と

き
、
す
ぐ
に
、
「
も
っ
た
い
な
い
。

も
っ
た
い
な
い
」
と
口
ぐ
せ
の
よ
う

に
い
、
っ
。

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
、

も
、
お
か
あ
さ
ん
も
だ
。 お

と
う
さ
ん

い
る
も
の

は
ど
れ
だ
け
使
っ
て
も
よ
い
が
、
む

だ
な
こ
と
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
の
だ
。

お
か
あ
さ
ん
は
、

は
く
が

ち
ょ

お
れ
たえ

ん
ぴ
つ

富
山
市
立
浜
黒
崎
小

一
ね
ん

三
じ
か
ん
め
の
や
す
み
じ
か
ん
に

み
ん
な
が
、
え
ん
び
つ
け
づ
り
が
こ

わ
れ
た
と
い
っ
た
か
ら
、
ぼ
く
は
、

い
そ
い
で
え
ん
ぴ
つ
を
も
っ
て
、
は

し
ろ
う
と
し
た
ら
、
と
な
り
の
に
し

だ
さ
ん
の
つ
く
え
に
ぶ
つ
か
っ
て
、

え
ん
ぴ
つ
が
お
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、

お
れ
た
と
こ
ろ
を
テ
ー
プ
で
ま
き
ま

し
た
。

だ
っ
て
、
こ
の
ま
え
、
先
生
と
、

え
ん
ぴ
つ
を
小
さ
く
な
る
ま
で
っ
か

つ
ん
だ
と
、
や
く
そ
く
し
た
か
ら
で

す
。

ぼ
く
た
ち
の
四
人
グ
ル
ー
プ
の

え
ん
ぴ
つ
の
下
に
、
み
ん
な
く
ろ
い

テ
ー
プ
の
し
る
し
が
つ
い
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ダ
ぐ
み
は
、
く
ろ
い
ろ
で
す
。

き
ょ
う
し
つ
で
、

お
と
し
て
も
、
す

ぐ
ぼ
く
た
ち
の
く
み
へ
か
え
っ
て
き

ぼ
く
の
お
れ
た
え
ん
ぴ
つ
は
、

ま
だ
ぼ
く
の
手
よ
リ
な
が
い
の
で
す
。

テ

l
プ
で
ま
い
た
ら
、
ぴ
ん
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
で
じ
を
か
い
た
ら
、

ま
す
。

も
し

も
の
が
な
い
じ
だ
い
が
来
た

ら
、
生
き
て
い
け
な
く
な
り
ま
す
。

ぜ
い
た
く
を
い
わ
な
い
で
、
も

っ

て
い
る
よ
う
ふ
く
を
だ
い
じ
に
き
よ

う
と
思
い
ま
す
。

坂

秀
っ
と
算
数
の
ノ
ー
ト
の
れ
つ
を
あ
け

た
だ
け
で
も
、
「
な
に
し
て
る
の
、

ま
だ
こ
こ
に
、
な
に
か
書
け
る
よ
」

と
い
う
。

ぼ
く
が
「
な
ん
で
」
と
き

く
と
、
お
母
さ
ん
は
「
も
っ
た
い
な

い
よ
、
使
え
る
も
の
は
、
さ
い
ご
ま

で
使
う
も
の
だ
よ
」
と
い
う
。

そ
の

あ
と
で
、

「
ほ
ん
と
に
勉
強
す
る
な

ヤ3

一
日
に
帳
面
一
さ
つ
書
い
て
も

い
い
の
だ
け
ど

や
ん
ち
ゃ
書
き
な

か
け
た
の
で
、
あ
あ
よ
か
っ
た
、
と

お
も
い
ま
し
た
。

う
ち
へ
か
え
っ
て
、
お
れ
た
え
ん

ぴ
つ
を
み
せ
た
ら
、

「
あ
れ
、
な
ん
で
お
れ
た
が
」

と
い
っ
た
か
ら
、

「に
し
だ
さ
ん
の
つ
く
え
に
ぶ
つ
か

っ
た
が
」

と
、
い
い
ま
し
た
。

「あ
れ
、
う
ま
く
か
ん
が
え
た
ね
。

ょ
う
ふ
く
を

だ
い
じ
に
し
た
い え

ん
ぴ
っ
さ
ん
が
、
と
し
ひ
こ
に
、

な
お
し
て
も
ら
っ
て
、
よ
ろ
こ
ん
で

い
る
よ
。
あ
ん
た
、
お
い
し
や
さ
ん

fご
とね
し、」

わ
オL
た
グ〉

で

宇
品
/
¥
+
品
、
っ
，

れ
し
か
っ
た
。

ま
い
日
、
ふ
で
ば
こ
の
中
を
み
る

と
、
こ
の
え
ん
ぴ
つ
を
み
て
、
ほ
か

の
え
ん
ぴ
つ
を
つ
か
い
ま
す
。

だ
っ
て
、
な
ん
だ
か
、
か
わ
い
そ

う
で
す
。

で
も
、

っ
か
つ
て
あ
げ
た
い
な
。

え
ん
ぴ
つ
が
、
三
ぽ
ん
あ
る
か
ら
、

二
ほ
ん
、
し
ん
が
ま
る
く
な
っ
た
ら

さ
い
ご
に
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

お
れ

て
い
る
け
ど
、
サ
ッ
カ
ー
の
え
が
か

い
で
あ
っ
て
、
ぼ
く
の
だ
い
じ
な
え

ん
ぴ
つ
で
す
。
小
さ
く
な
る
ま
で
つ

か

つ
て
あ
げ
よ
。

富
山
市
立
総
曲
輪
小

年
い
な
が
き
と
も
子

お
か
あ
さ
ん
と
お
っ
か
い
に
行
く

時
、
そ
、
つ
が
わ
通
り
の

「
ポ
ッ

ポ
」

の
前
を
通
り
ま
し
た
。
す
て
き
な
お

単なるテレビッ子ではなかった

富山県新生活運動協議会

事務局長 加藤義重

新生活運動協議会が、この作文募集においてね

らいとしたものは何であったか。

児童生徒は、学校と家庭を生活の場とする子供

達ではあるが、同時に地域社会における一個の小

レコ

一
枚
で
も
む
だ
な
こ
と
よ
」
と

ぃ
、
つ
の
だ
。

宇
品
/
¥
斗
品

何
か
も
ん
く
の

い
い
た
く
な
る
が

考
え
て
み
る
と

自
分
が
悪
い
の
み
た
い
に
思
え
て

何
も
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ

お
と
う
さ
ん
も
そ
う
だ
。

ぼ
く
が

え
ん
び
つ
け
ず
リ
で
、

「
ジ
ャ

l
」

と
や
る
と
、
「
そ
ん
な
に
や

っ
た
ら

し
ん
が
細
く
な
っ
て
、
ま
た
す
ぐ
け

ず
る
こ
と
に
な
る
。

い
い
か
げ
ん
に

や
め
ん
か

も
っ
た
い
な
い
」
と

注
意
さ
れ
る
。

そ
こ
で
ぼ
く
は
、
近
ご
ろ
ナ
イ
フ

ひ
め
さ
ま
の
よ
う
な
ド
レ
ス
が
、

ざ
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、

そ
れ
を
見
て
い
い
ま
し
た
。

喧

さな社会人でもある 。 これら小さな社会人が、

「物」のいのち、 「物」のねうちをどのように考

え、更に実践への過程をたどろうとしているか。

未熟ながらも地域社会へどのように関心を寄せて

いるか。このことが成人への重要なポイントとな

るのではあるまいか。

従って、ただに作文としての優秀さのみを求め

るものでなく参加することこそ大切で、あり、大人

達の反省をさえ促すものであることを期したので

を
使
う
こ
と
を
お
ぼ
え
た
。
し
ん
は

す
こ
し
丸
め
に
け
ず
る
よ
う
に
気
を

/コ
も

つ
け
て
い
る
。

ぼ
く
が

い
い
紙
で

い
た
ず
ら

書
き
を
し
て
い
る
と
、

い
紙
、
使
わ
げ
ん
ま
い
。

に
、
と
っ
て
お
き
の
紙
が
あ
る
。

「
そ
ん
な
い

は
=
り

「あ
の
ふ
く
ほ
し
い
な
あ
」

「
き
れ
い
な
ド
レ
ス
ね
。
と
も
子
の

は
ま
だ
き
れ
る
で
し
ょ
」

と
、
お
か
あ
さ
ん
が
い
い
ま
し
た
。

で
も
、
わ
た
し
は
ほ
し
く
て
た
ま
り

ま
せ
ん
。

「
だ
っ
て
、
ほ
し
い
な
あ
」

わ
た
し
は
、

何
か
い
も
い
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
は
、
こ
ん
な

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
か
あ
さ
ん
が
と
も
子
ぐ
ら
い
の

時
は
、
や
ぶ
れ
た
ふ
く
で
も
つ
ぎ
を

あ
て
て
、
が
ま
ん
し
て
き
で
い
た
の

よ
。

お
ね
え
さ
ん
の
お
さ
が
り
で
も

12 

き
て
い
た
の
よ
。
と
も
子
は
、

...-コ

ぎ

の
あ
て
て
あ
る
ふ
く
し
ら
な
い
で
し

ト
品

」「
お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
子
ど
も
の
こ

ろ
の
人
は
ぜ
い
た
く
し
な
か
っ
た
ん

だ
ね
」

「
せ
ん
そ
う
の
あ
と
で
、
な
に
も
な

か
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
も
の
を
だ
い

じ
に
だ
い
じ
に
し
て
た
の
よ
」

と
、
お
か
あ
さ
ん
は
い
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
む
か
し
の
日
本
は
び

力、

ん
ぼ
う
だ
つ
た
ん
だ
な
あ
。
今
の
よ

う
に
し
な
も
の
が
た
く
さ
ん
な
か
っ

た
ん
だ
な
あ
と
、
心
の
中
で
思
い
ま

あった。

では、四百篇に余る作文の内容はどうであった

か。それは私どもの予想、を造かに越えていた。

応募者達は、母・父・祖母の影響を最も強く受

けながらも、自己の生活への内省はいうに及はず、

地域社会へ、更に世界へ、低学年ながらも遠く思

いを通わせていたのである。

イ称名達は単なるテレピ ッチではなかった。主体

性をもった社会人であることを痛感すると共に、

いつの日か立派な成人として成長することを願う

のであった。

れ
を
使
わ
っ
し
ゃ
い
」
と

13 

お
か
あ

さ
ん
が
い
う
。

そ
れ
は

ち
ら
し
の

紙
や
は
う
そ
う
紙
だ
。

今
で
は
、

し
、
ぼ
く
自
身
も

ほ
く
も
だ
い
ぶ
な
れ
た

「
も
っ
た
い
な

い
」
と
い
、
つ
こ
と
が

だ
ん
だ
ん
わ

か
り
か
け
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

あ
れ
こ
れ
考
え
て
み
る
と

ま
く
た

ち
の
生
活
に
は
、

だ
、
む
だ
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。

ほ
ん
と
に
ま
だ
ま

手
品

/
¥
+
A
O

こ
れ
か
ら
も

い
つ
で
も

「
も
っ
た
い
な
い

J

つ
3

-

、‘
ー、、

J
t
，

f、
し
J
J
d

し
」

と
い
う
こ
と
を
実
行
し
て
行
き
た
い

と
思

っ
て
い
る
。



恩給法の一部改正昨年 8月，4人に1人がUターン

の請求あなたも

昨
年
八
月
一
日
か
ら
、
恩
給
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

軍
人
思
給
に
つ
い
て
は
、
度
々

改
正
が
な
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
正
で
は
、

あ
っ
た
方
に
新
た
に
一
時
恩
給
を

か
つ
て
丘
(
で

支
給
す
る
な
ど
の
内
容
が
盛
り

ま
れ
ま
し
た
。

改
正
内
容
に
該
当
す
る
方
は
、

県
社
会
福
祉
課
恩
給
係
ま
た
は
市

町
村
軍
人
恩
給
担
当
課
ま
で
、
申

し
出
て
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

一
時
恩
給
の
支
給
に
つ
い
て

一
時
恩
給
の
支
給
に
つ
い
て
、
次

の
ふ
た
つ
の
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
普
通
恩
給
、
扶
助
料
、

公
務
員
関
係
退
職
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
次
に
い
う

「
実
在
職
年
」
は
、

途
中
に
中
断
の
な
い
引
き
続
い
て
の

年
数
を
い
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
き

-
P兵4
で
あ
っ
た
方
に
も
玄
給

か
つ
て
兵
(
兵
長
以
下
)
で
あ
っ

て
、
実
在
職
年
が
三
年
以
上
七
年
未

満
の
方
に
、

一
時
恩
給
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

本
人
が
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、
遺
族

(
妻
↓
未
成
年
の

子
↓
父
母
↓
祖
父
母
の
優
先
順
位
が

県では昨年、昭和46年 3月に県外へでて就

職した学専(中卒ヰヨよび高卒)就職者の動向

(3年6カ、月経過後)について調査結果をまとめ

ました。

調査結果からは、まず、県外掛苅佐首のうち

4人に l人がUターン、中でも、県外意団哉後

離車示搬した場合に Uターン率が高〈、 8割強

にも σ)(まることカ〈わカ、りました。

しかしこの Uターン率も、前回調査に比べ

ると低下しており、逆に最初の就職先での定

着率が中学卒で7供与、高校卒で7凡なと前回お

よび前々回を上回るという結果が出ました。

県では、この調査結果をもとに新規学卒者

に対する職業指導を検討し、 Uターン現象の

解消に力を入れています。

V竺!L中 且十'- 卒 高 校 卒

男 女 5十 男 女 計

調査対象者数 17 14 31 287 140 427 

離転 職 者 数 7 8 64 60 124 

Uターンした者 6 7 54 49 103 

県外就職全体に対 5.9 42.9 22.6 18.8 35.0 24.1 

する Uターン率閲 (24.2) (26.1) (25.0) (22.5) (44.5) (31.5) 

離転職者における 100.0 85.7 87.5 84.4 8l. 6 83.1 

Uターン率倣 (80.0) (75.0) (77.8) (80.0) (87.5) (84.2) 

.離転職者に多い Uターン

'" 

.uターンの理由は

高綬;'刷位 ..1 

-転勤による Uターン者を含みます。

. ( )内は前回調査のUター ン率です。

.最初に県外に就職した理由は

中学卒 .1権奪

あ
り
ま
す
)
に

一
時
扶
助
料
が
支

給
さ
れ
ま
す

0

・
下
士
官
以
上
の支

給
条
件
を
廃
止

下
士
官
(
伍
長
)
以
上
の
一
時
思

給
の
支
給
は
、
昭
和
四
六
年
十
月
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
下
士
官
と
し
て
の
在
職

年
一
年
以
上
(
四
九
年
九
斤
か
ら
は

六
か
月
)
と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
こ
の
条
件
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
軍
実
在
職
年
三
年
以
上
七

一時，恩給支給金額表 (在職年数に応ずる )

向マ 正/王、 伍 長
一軍一 曹吾首

曹 長 准士官 少尉
- 舌E苔ヨ 上 曹

3年 15，150円 17，100円 17，700円 18，300円 21，900円 24，900円

4年 20，200 22，800 23，600 24，400 29，200 33，200 

5年 25，250 28，500 29，500 30，500 36，500 41，500 I 

6年 30，300 34，200 35，400 36，600 43，800 49，800 

年
未
満
を
充
た
せ
ば
、
下
士
官
と
し

て
の
在
職
が
六
か
月
未
満
で
あ
っ
て

も
支
給
対
象
に
な
る
わ
け
で
す
。

恩
給
額
卦
量
に
加
算
年
の
算
入

恩
給
額
計
算
の
際
、
戦
地
勤
務
、

終
戦
後
の
抑
留
期
間
等
に
は
、
割
り

増
し
し
た
年
数
(
加
算
年
)
が
算
入

さ
れ
ま
す
。
結
果
と
し
て
増
額
に
な

園
口

量償問益のある fの
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り
ま
す
が
、
次
の
恩
給
を
受
け
て
い

る
方
に
限
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

川
六
五
歳
以
上
で
普
通
思
給
を
受

け
て
い
る
人

(
昭
和
四
八
年
十
月

同JS

FEL 

病気のfめ

牝昆 L<'リー，""，先
が伽ifLr:rの

"亡コ

，7仁コ

1叩0..-ーーーーーー

その他

園 男子

口女子
置獄図甚があるのて

100%と1:".ηaせん

.富山県へ戻った感想は.uターンは 1回目の転職の際が多い

-
未
伝
達
の
定
期
叙
位
、
叙
勲

心
あ
た
り
の
方
は

お
申
し
出
を

終
戦
ま
で
に
旧
軍
人
、
軍
属
の

方
に
発
令
さ
れ
た
叙
位
叙
勲
の
う
ち
、

昭
和
十
五
年
五
月
以
降
の
定
例
叙
勲

と
昭
和
十
九
年
一
月
以
降
の
定
期
叙

位
が
、
終
戦
時
の
諸
種
の
事
情
に
よ

り
勲
記
、
勲
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。
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付
で
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ま
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。
心
当
り
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方
は
、
昭
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の

う
え
、
県
社
会
福
祉
課
思
給
係
へ
お

申
し
出
下
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。

圧

か
ら
七

O
歳
以
上
の
人
が
適
用
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れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
年
令
引

き
下
げ
で
す

傷
病
思
給
と
普
通
思
給
を
と
も

(3) (2) 
父に
母扶受

助け
料て
をい
受 る
け人
て

る
妻

子

ωω
は
四
八
年
十
月
か
ら
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
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富
山
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く
な
っ
て
い
ま
す
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新
湊
市
は
九
七

・
八
で
最
も
低
く
、

次
い
で
砺
波
市
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
総
合
で
は
富
山
市
は
五
市
の
つ

ち
中
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
料
は
、
魚
津
市
一

0
4
・
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高
岡
市
一

O
三

・
六
、
砺
波
市
一
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0
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と
富
山
市
を
上
凪
っ
て
い
ま

す
が
、
新
湊
市
は
九
九

・
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と
一
ポ

図 3 昭手同9年県内 5市消費者物価地域差指数 (富山市=100) 
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市
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三
年
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価
水
準

の
推
移
を
み
て
み
ま
し
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総
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で
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山
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ず
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ま
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仏
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は
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四
七
年
ま
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っ
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あ
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四
八
年
か
ら
は

い
け
川
い
中
小
池
ド
と
な
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新
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は
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四
八
年
か
ら
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で
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低
く
な
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ま
し
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こ
の
欄
で
も
何
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紹
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し
ま

し
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が
、
消
費
者
物
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地
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数
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四
九
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の
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水
準
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み
て
み
ま
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道
府
県
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昭
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図 5 県内 5市地域差指数のう ごき(食料)
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、
四
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測
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方
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っ
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様
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や
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費
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な
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す
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で
、
生
活
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な
い
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あ
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と
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ま
す
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-県政のう ご き

竹月 q日 . 県政・文化・教育功労で表料品

文化の日の 1日、県内各界の功労者をたたえる県政

文化、教育功労者表彰式が行われ、県政、文化功労者

には中田知事から、教育功労者には金岡教育委員長か

ら表彰状と記念品が手渡され、労をねぎらいました。

表彰されたのは、県政功労が48個人・ 3団体、文化

功労が 5個人 ・1団体、教育功労が38個人 ・14団体の

合わせて91個人 ・18団体。同じ日には、県内 2人の地

方自治功労者に対する藍綬褒章の伝達式も行われまし

fこ。

1日、富山市有沢の神通川河原で焼い弾が爆発、中

学生 2人が重軽傷を負って以来、県内各地から相次い

で焼い弾、砲弾が発見されるとし:う騒ぎがありました。

爆発事故は16日にも 1件あり、結局、県警から自衛隊

不発弾処理班に引き渡された27日朝までに、焼い弾47

発、砲弾20発が見つかりました。49年に高岡市内の工

事現場から一度に 131発が見つかったことはあったも

のの、今回のように県内各地て¥とくに民家の床下な

どから相次いてい発見されたのは珍しいことです。

竹月 2日 . 余暇を利用した制作一堂に

第26回県勤労者美術展が、 2日から 4日まで県民会

館で聞かれました。

日本画、洋画、書、写真、工芸彫塑の 5部門て¥出

品数は昨年度と奇しくも同数の292点。 4月から県民会

館で聞かれている日本画教室の影響で出品数が倍に伸

びた日本画部門、上位入賞作は中央展のランク以上と

の評価をうけた写真部門など、いずれも真剣な制作態

旗開踊踊臨画面画国嗣;

刊月 4 日~30日

度がうかがわれる力作揃い。労働大臣賞以下回人の入

賞者には、今年度から、事業主に対しても入賞の通知

が出されました。

竹月 5日 . 富山米、求評会で人気

県外消費地で富山米の評価を聞き、あわせて富山米

のおいしさを PRするため、県、県経済農協連合会、

県産米改良協会は 5日、東京と横浜を皮切りに求評会

を聞きました。

地元からは米穀韮il・小売業者や都・県農業相当者ら

が出席し、 50年産の水稲状況を説明したあと意見交換。

この中で、「コシヒカリは消費者に定着してきた。小売

業者も強く求めているので、コシヒカリを年間送り続

けてほしし、」との要望があり、県関係者を喜ばせまし

た。

この求評会は引きつづき、 6-7日には京都、神戸、

大阪で、 7-8日には名古屋、静岡で聞かれました。

11月ア日・2高鐸創立20周年祝う

18 

県立保育専門学院(高岡市中川上町)は 7日、創立20

周年を迎え記念式典を行いました。

同学院は昭和30年に創立され、以来送り出した保母

さんの数は 1，200人。式典には在校生、同窓会会・員ら

300人が出席、島村学院長が、「これからも真心で接する

保母さんを育ててゆきたい」とあいさつしました。

竹月刊日e:皇室雲間本、神通l映を追加へ

県自然環境保全審議会の自然環境部会は11日、新た

に県の自然環境保全地域に宇奈月町の愛本(11.3ヘク

ター jレ)、大沢野町・細入村にまたがる神通峡 (152.68

ヘクターノレ)を追加する案を了承し、 3月頃までに県

に答申することになりました。

この結果、県内の自然環境保全地域は、すでに指定

ずみの入善町吉原の「沢杉J (2.7ヘクタール)滑川市

の「東福寺J (71. 5ヘクタール)城端町若杉の「縄ケ池」

(315.7ヘクタール)と合わせて 5か所になる予定ですc

竹月12日 . 技能センター新設へ

12日聞かれた県職業訓練審議会は、県が提案した51

年度の県立高等技能学校における職業訓練の進め方を

了承しました。

i 聾蝿瞳睡蝿瞳瞳醐闇瞳盟一 睡輔蝿輔舗鵠韓輔輯韓韓輔韓醐国盟圏蝿臨圏麗蝿圏醐

主な内容は、 50年度に引き続いて能力開発訓練と成

人訓練を重点的に推し進めるというもの。うち成人訓

練については、富山高等技能学校に「技能センター」

を新設し、総合サービスセンターとして地域の事業主、

職業訓練関係者の技能水準向上に努めることになりま

した。

竹月13日 . 担雲主主学校5日制に慎重論

県民の意見を県の教育行政に反映させようと毎年 l

回開かれる富山県教育モニタ一会議は 13日、①学校 5

日制②学習塾のあり方③高校入試改善などについて意

見を交換、県教委がさらに具体的な検討に入ることに

なりました。

この中て 12人のモニターのっち 6人が学校 5日制

をとり上け¥この問題に対する関心の大きさを見せる

とともに、賛否両論に分かれたものの、賛成者も効果

的な余暇の過ごし万を明確に打ち出して、学校の学官

軽減を学習塾が肩がわりしない対策が先決だと、全体

的には慎重論が大勢を占めたのが注目されました。

竹月14日 . 気になる児童生徒の体力、運動能力

県教委は14日、 50年度の県内の児童、生徒の体力、

運動能力調査結果(中間報告)をまとめましたが、体力、

運動能力とも前回調査(48年度)より低下という気にな

る結果が出ました。 とくに小学校児童の体力、運動能

力の低下が目立ち、 6年では男女とも 13縄目のうち 5

種目まで40年以降最低の記録。 また、県児童生徒の特

徴として、背筋力、走り幅跳び、、ソフト・ハンドボー

ル投げなどが全国平均に比べて劣っていることがわか

りました。

このため、県教委はさる 6月発足した富山県児童・

生徒体力増強研究委員会に対して調査結果の徹底的な

分析を要請、 3月までには体力増強の具体策をたてる

ことになりました。

竹月20日 . 冬将軍に備える
10月下旬にはすでに、今冬は里雪型と豪雪の予報ヵ、

出て、長い冬の間に心配されるのは交通網の確保。

20日、富山保線区と富山第一機関区は、早々とラ ッ

セル卓の試運転。複線用の DD15型ラ ッセルが富山一

糸魚川聞を走りました。

一方県は21日、今冬の除雪計画を発表。昨年より除

雪延長を47.2~百増やし、県の管理道路の 8 割を確保す

る方針を明らかにしました。県内平野部が初雪に見舞
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われたのはその 3日後の24日 平年より 8日早く冬将

軍とのたたかいが始まりました。

11月20日・ztRZfE(弘)
5月から八尾町、砺波市、小矢部市で聞かれてきた

、、知事と語る婦人のつどいかは、 20日上市町でも聞か

れ、本年度分の日程を終了しました。

つどいには町内の婦人会代表 200人が出席、道路問

題や上水道料金の県内統ー など、地元の生活に密着し

た問題に活発な質疑応答が交わされました。

竹月21日 ・ 耐総合整備主デル事主
，.，福岡、福光、下村3士 一窟

21日、福光、悩岡両町と下村の 3地区て， 50年度の

農村総合整備モデル事業の起工式が行われました。県

内では48年に着工の入善町に次ぎ、 3地区合計の受益

由.柏は10，245ヘクタール、ギー業総額は28億円にのはり

ます。

この事業は、農村の生活環境と農業生産法盤を一体

的に樫備し、都市なみの高能率・高福祉農村を建設す

るもので、県はさらに51年度着工地区として八尾、井

波、大山、朝日の 4町、 4地区の採択を農林省に働き

かけ ています。

11月23日 . 県盲学校でレコード吹き込み

目が不自由でもノ〈ンド演奏は立派にできます一一一23

日、県盲学校 (高山市大江干)でバンド演奏曲目のレ

コード吹き込みが行われました。中 ・高等部14人、 O

B 10人の同校ブラスパンドが吹き込んだのは、 A出に

「旅愁I竹田の r-守歌」など 8曲。 B面は「太陽がい

っぱいJ'ロンドンデリーの歌」など 8曲。 LPにレコ

ーデイングされ、児童、生徒、関係者に正月のお年五

として配られました。

竹月26日.実高1132究用地買収に調印

富山県が置県 100年の昭和58年に完成を計画してい

る県民公園のうち、太閤山ランド (A地区=都市公園)

建設地の小杉町平野地区の21.5ヘクタールの用地交渉

がまとまり、 26日県庁で地権者代表と県が土地売買の

覚書に調印しました。

A地区の用地買収はこれまで 2回行われており、今

度で予定地の83.2ヘクタール全部の交渉が終了。県で

は、第一期工事分を53年度中に一部開園させる予定で

工事を進めています。
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.献血による健康管理〈血液模査)

献血していただくと そのお返しとして皆

さんの健康状態を検査し、異常があれば本

人にお知らせします。

オートアナライザー使用(次頁 )

①血清蛋白値一・むくみや栄養不良の発

見

②アルブミン ・・・・肝硬変の発見

グロブ、リン上ヒ

③アルカリフォス・・・胆道閉塞や悪性腫療の

ファターゼおそれ

④ト ラ ン ス・・・急性肝炎、肝機能障害

アミナーゼ値の発見
-身近な献血場所

1月15日(本) 1月31日w
2月17日(刈 2月28日仕)

1月15日休)¥ 1月25日仕)

2月29日(H)

・電鉄魚津駅前 2月21日(土)

・新湊市役所前 1月 9日倒

2月 3日(火)

1月11.日仕)

2月8日(lJ)

1月10日仕)

2月 7日仕)

1月17日幽

1月20日(火)

1月22日(村

-国鉄富山駅前

-国鉄高岡駅前

テ…貰胆、胆管炎、糖尿病、

値 甲状線異常の発見

レス

jレ

⑤総:コ

ロ午前3時30分の緊急出動
1秒の差が生死を左右する。

万ーのためにも用意しておかなければならない血液。 -電鉄桜井駅前

.小矢部市役所前

・氷見市民会館前

2 0  

⑥尿素及び窒素値…腎機能不全の発見

その他、血液型 (AB 0式、 Rh式)、血

清肝炎、梅毒の検査も行います。

-~ 富山県赤十字血液センタ献血は



〔みんなの力で蹴させよう〕

おおやま国保
あと 1か月に迫る

公式ポスター制作者(重原保男氏)

のニとば

富山県を象徴する

きびしく も左佳々しい

冬の立 山連峰ぞ背景に

}J強〈 生 き抜く

愛情溢れる '，1;・烏含配し

その 山ふところに L、だかれた

大山町にくりひろげ られる

友情の祭典を表引

f 
みなさんの県民課から「お知らせ」 、

みなさんの県民課は、県庁の玄関の石側にありま

す。県民課は、県民のみなさんのご意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と、県の施

策をみなさんに一日も早くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての次の

ような仕事をしています。

・テレビ「みん芯の県政J でお楽しみ下さい。

*北日本放送(KN8) 

包週の日曜日、午前9時から30分間力ラー放送

小学生のコーラス紹介、県施策を対談 ・座談会など

でわかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34) 

包週の月曜日から主曜日までの包目、午後5時45分

ガら5分間力ラ放送

県からのお知らせ、ーロメモ、 若者の広場、みなさ

んの声などをユニークに放送。

・月刊誌「みん怠の県政J は毎月5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

-新聞「ゐん怠の県政.J1;::ま4紙に登載

毎月の最終工曜日に、北日本 ・富山 ・読売 ・北陸中

日の各新聞に、県政の最近の動きや身近なお知らせ

を載せています0

・ご相談ごとはお気軽!こ県民相談室へ

生活よのご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民課

干930富山市新総由晴1の7ft(0764)31-4111 

高岡地方県民相談室

干933高岡市赤祖父2什高岡総合庁書内

宮 (0766)21-9411

魚津地方県民相談室

〒937魚津市新宿10-7魚津総合庁書内

宮 (0765)24-5311

砺波地方県民相談室

干939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁告内

包 (07633)3-5151 

.みんなの県政1)-] '.;. .Mi.84.企画発行富山県県民生活局県民認富山市新総曲輪 lの7宮 31-4111〒930
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